
広島大学学術情報リポジトリの
昔と今とこれから

広島大学図書館 上田大輔

第13回学術コミュニケーションセミナー（月刊JPCOAR）



広島のOA： 2000年代前半

広島にもオープンアクセス（Green OA）の概念が伝わる

ハーナッド
「転覆計画」

すべての著者が自分
の論文をオンライン
（リポジトリなど）で無
料公開すれば、世界
中のすべての論文が
読めるようになる。

なんて斬新で
大きなことを

考えるんだ・・・



広島大学学術情報リポジトリ： 2006年

コンテンツの収集方針

できるだけ多くのコンテンツを
収集する

オープンアクセスによって
学術情報流通の改善を

広島大学学術情報リポジトリ
（HiR）公開



何をやったか？

サービスの認知

• 学内諸会議で説明

• 各学部長を個別訪問
して説明、協力依頼

• 全学的・学部学科ごと
の説明会(計30回)

顧客の開拓

• 紀要等の発行団体へ
の働きかけ

• 研究者へのコンテンツ
提供依頼メール

• 研究室の個別訪問

人とお金を投入

• 新しくリポジトリ担当の
係を設置（専任2名）

• 外部資金を獲得



どうなった？

• 初期コンテンツの獲得

• 紀要が中心だが学術雑誌
論文も

• 研究者にコンタクトすることで
関係性を構築

• 学内では（おそらく）図書館が
始めた新規サービスという認識

紀要論文
72.5%

学術雑誌
論文

18.4%

学位論文
2.4%

2006年度登録件数： 2,802件



時は流れて16年後

2006年 2022年



2006年

ドイツ ワールドカップ
ブラジル戦

GK : 川口能活
DF： 加地亮

坪井慶介
中澤佑二

MF : 三都主アレサンドロ
小笠原満男
稲本潤一
中田英寿
中村俊輔

FW : 巻誠一郎
大黒将志

2022年

カタールワールドカップ
に向けた親善試合アメリカ戦

GK : 権田修一
DF： 冨安健洋

酒井宏樹
中山雄太
吉田麻也

MF : 遠藤航
久保建英
守田英正
伊東純也
鎌田大地

FW : 前田大然



日本のOA： 2020年代前半

• J-STAGE （日本の学会誌）

• 機関リポジトリ （大学紀要）

• F1000 （オープンな査読と出版）
など

研究者 出版者

• OAジャーナル論文

• プレプリントサーバ

• 機関リポジトリ

• 分野別リポジトリ など

OAの
主流へ



何をやっているか？

紀要論文

• 学内で登録を義務化

• 編集団体からまとめて
登録依頼

• 電子ジャーナルの
プラットフォームとして

博士論文

• 学位規則の一部改正

• リポジトリでの公表へ

• 教育担当部署と連携
して電子データの収集
と登録

学術論文

• オープンアクセスポリ
シーを制定したが・・・

• 自発的な登録依頼は
わずか

• 余力があればコンテン
ツ提供依頼

コンテンツ登録に特化



どうなった？

• 紀要論文と学位論文の安定的な
獲得

• 学術雑誌論文もそれなりに

• 研究データは年に数件

• 図書館では通常業務になり、学内
でもリポジトリは当たり前な存在に

紀要論文
44.7%

学術雑誌
論文

22.4%

学位論文
27.3%

2021年度登録件数： １,３１９件



広大リポジトリはGreen OAの担い手に
なっているか？

OA

53%

SCOPUSから以下の条件で検索
所属： Hiroshima University  出版年： 2021年

Green

46.4%
Gold

35.3%

全体の中で OAの中で Greenの中で

HiR

0.17%



提供者にとってどのコンテンツがニーズが
ありそうなのか？

お金を払ってでもコンテンツの登録をしてもらえるか？

• リポジトリに登録しなければいけないか？

• リポジトリに登録することで付加価値がつくか？

• リポジトリに登録することでお金や時間を削減できるのか？



どのコンテンツがニーズがありそうなのか？

コンテンツ 必要性 付加価値 お金や時間 総合評価

紀要 ✖️ ○ ○ ○

博士論文 ○ △ △ ○

学術雑誌論文 ✖️ △ ✖️ ✖️ or △

研究データ △ ？ ？ ？



付加価値の提供

電子ジャーナル
プラットフォーム
の提供

DOIの付与



Web of 
Science

SCOPUS



広大リポジトリの学内での位置づけは？

2006年 2022年

図書館の新規
サービス

大学のインフラ
• 紀要の電子ジャーナル

プラットフォーム
• 博士論文の公開
• 研究データの公開



学術情報流通の改善
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OAだけが要因ではないと思うが、学術情報の流通は顕著に改善



２０２２年の広大リポジトリまとめ

• 着実にコンテンツを登録する段階

• Green OAの担い手にはなり得ていない

• 学内のインフラとして機能

• 学術情報流通の改善に一役買っている？



これからの広大リポジトリ

どのコンテンツがオープンアクセス・サイエンスが進んでいないのか？

学術雑誌
論文

紀要論文 学位論文 図書 報告書類 研究データ

Gold
Hybrid
Bronze
プレプリント
サーバ
分野別リポジ
トリ など

機関リポジトリ 機関リポジトリ 出版社ウェブ
サイト？

機関リポジトリ
発行団体ウェ
ブサイト

データリポジト
リ
分野別リポジ
トリ
機関リポジトリ

○ ○ ○ ✖️ or △ △ △



OAの推進を加速するために

• 研究データは制度が固まりつつあるので、リポジトリなどをベース
にした公開が進むと思われる

• 研究成果の公開で一番進んでいないのは図書

• 研究者の需要はある。本を出したくても出せない研究者は一定数
存在する。

• 出版会と組んで図書のOAモデルができないか？



教育・学習分野のOAは？

• 研究分野のOAは約２０年でかなり進んだ

• 図書館は教育・学習と研究を支援する組織

• 教育・学習分野のOAは進んだのか？
• 授業動画の公開などは増加

まだまだリポジトリの出番はある

• 授業教材をライセンスを明記した上で公開・再利用可能に

• 授業内容などをもっと深く学ぶための資料を公開



これからの広大リポジトリまとめ

• 引き続き研究分野でのオープンアクセスに貢献する

• 図書のオープンアクセスに挑戦する

• 教育・学習分野でもオープンアクセスに貢献し、学術情報
流通の改善を目指す



今までで一番うれしかったこと

先生のウェブサイトで公開 リポジトリから公開
→ダウンロード数の増加、認知度向上



広島大学図書館学術講演会資料
「単行書の公開と機関リポジトリへの期待」から転載





リポジトリはこのようにコンテンツが元々持っている
潜在的な力や魅力を引き出すことができると思い
ます。

全てのコンテンツが本来持っている力や魅力を
最大限生かすことができるように、より多くの人に
使ってもらうことができるように、一緒に頑張って
いきましょう。


